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【【論論文文】】  

女女子子大大学学生生のの痩痩身身希希求求態態度度にに関関すするる研研究究  

――重重要要他他者者ととのの関関係係性性にに着着目目ししてて――  
 

髙梨 琉香（八戸市役所） 
奥野 雅子（岩手大学人文社会科学部） 

 
ⅠⅠ..  ははじじめめにに  

 「今よりも痩せて綺麗になりたい」と思ったことはないだろうか。その思いは、痩せて美

しくなることで友人や恋人に「認められたい」「好かれたい」といった感情や太っているこ

とで「嫌われたくない」「否定されたくない」といった感情、また、誰かに体型について指

摘されたり、痩せることを促されたりした経験などが背景にある。もちろん、健康的な体型

を維持するために自主的にダイエットを行うという場合もあるだろう。しかし、痩せたいと

いう気持ちやダイエット行動の裏には、自分以外の他者の存在が少なからずあるのではな

いかと予想される。 
 そこで、本研究では、痩身希求態度に他者が与える影響について検討する。その中でも女

子大学生を対象とし、自身が言動に最も影響を受ける重要他者との関係性に着目して検討

する。 
 
ⅡⅡ..  問問題題とと目目的的  

１１..  痩痩身身希希求求態態度度のの定定義義  
痩身希求態度には、身体不満足感、瘦身願望、痩身希求行動がある。安保(2013)は、身体

不満足感を「自己の外見全般に関する否定的な感情および思考、評価」と定義している。ま

た、田崎(2006)は身体心像ともいわれているボディイメージを「身体に対する認知的側面」

と定義している。以上より、本研究では身体不満足感を「自己の外見全般に関する否定的な

認知」と定義する。 
 馬場・菅原(2000)は、痩身願望を「自己の体重を減少させたり、体型をスリム化しようと

する欲求であり、絶食、薬物、エステなど様々なダイエット行動を動機づける心理的要因」

と定義している。また、浦上ら(2009)は、痩身願望を「痩せることを是として、痩せたいと

願う」ことだと定義している。そこで、本研究では、痩身願望を「様々なダイエット行動を

動機づける心理的要因で、自己の体重を減少させたいという感情」と定義する。 
 鈴木(2012)は、痩身希求行動を「ダイエット：痩せること、もしくは痩せた体型を維持す

ることを目的とした行動」と定義しており、本研究でもこの定義を用いる。 
 以上の「身体不満足感」を認知的側面、「痩身願望」を感情的側面、「痩身希求行動」を行

動的側面と捉え、痩身希求態度は構成されている。 
  
  

２２..  瘦瘦身身希希求求態態度度にに影影響響すするる要要因因  
 作田・齋藤（2013）より、痩身願望が生じることでダイエット行動が引き起こされること

が明らかになっている。痩身願望が生じる背景としては、理想のボディイメージと現実のボ

ディイメージとの差が挙げられている（後藤,2019）。 
また、自分は太っているという思い込み（田崎,2006）や自己の体型認識の歪み（辻本

ら,2013）だけではなく、体型に関する不満（大仁田・崔,2013）も痩身願望に影響を与えて

いる。これら身体への不満足感が痩身願望につながり、生じた痩身願望がダイエット行動を

引き起こしているということが明らかになっている。 
さらに、性差についても検討がなされている。女性の方が体型について厳しい評価や認識

をしていること（及川ら,2011）、女性の方が痩身願望が強いこと（清原ら,2012）、さらに、

女子の方が痩せ志向が強く、ダイエット行動も多く見られることが明らかになっている（西

沢ら,2006）。よって、女性のほうが痩身希求態度が強いことが示されている。 
以上のことから、身体不満足感が瘦身願望につながり、痩身願望が痩身希求行動につなが

ることが予想される。 
 
３３..  他他者者のの存存在在がが痩痩身身希希求求態態度度にに与与ええるる影影響響ににつついいてて  

他者から「体型に関する指摘」をされた経験は、痩身願望だけでなく、自分の体重や体型

に関して否定的な認知を行う「体型不満」にも直接関連するということが明らかになってい

る（前川,2005）。また、恋人や友人、家族などの対象となる他者に、日常生活で自分と別の

女性を比較するような発言をされた場面を想定した場合、恋人の発言が最も痩身願望に影

響を及ぼすということが示されている（釜谷・藤島,2010）。 
さらに、女性モデルとの外見比較よりも同輩の女子学生との外見比較の方が、痩身理想の

内在化を促進し、痩身願望への仲介的役割を大きく担っていることも示されている（守安

ら,2011）。加えて、守安・諸井(2012)によると、最も親しい同性の友だちとの外見比較も痩

身願望に影響を与えていることが示されている。また、過度なダイエットを経験していた人

は、自分に自信が持てないことで常に他者の評価を気にしており、その原因を「自分が太っ

ていること」にあると思い込み、ダイエットを問題解決の手段にしていたことが示唆されて

いる（田中,2004）。このように、他者の存在が痩身希求態度を強化していることが示されて

いる。 
  
４４..  承承認認欲欲求求とと痩痩身身希希求求態態度度ににつついいてて  
 清原ら(2012)は、賞賛獲得欲求を「他者の注目を集め、賞賛や肯定的な評価を獲得しよう

とする傾向」、拒否回避欲求を「自己を隠し、他者からの否定的な評価を回避しようとする

傾向」と定義しており、本研究でもこの定義を用いる。これら賞賛獲得欲求と拒否回避欲求

から承認欲求は構成されている。 
鈴木(2012)は、承認欲求から痩身希求行動へと至るプロセスを２つ確認している。１つは

賞賛獲得欲求が体型のポジティブな印象の予期を経由して痩身願望へ至り、痩身希求行動

へつながるルートである。もう１つは拒否回避欲求が体型のネガティブな印象の予期を経

由して痩身願望へ至り、痩身希求行動へつながるルートである。また、痩身が求められるの

は他者に受容されたいためであり、その目的を達成する手段として痩身希求行動を用いる
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ことを示唆している。さらに、清原ら(2012)は、女性において賞賛獲得欲求が痩身のメリッ

ト感を経由し、痩身願望へ至ることを明らかにしている。このように、承認欲求が痩身希求

態度に影響を与えていることが予想される。 
 
以上より、身体不満足感が痩身願望に、痩身願望が痩身希求行動に影響を与えることが示

されてきた。また、他者の存在が痩身希求態度に影響を与えることも示唆されている。さら

に、女子において瘦身希求態度が強いことが示されている。しかし、痩身希求態度について、

他者との関係性に着目した研究や、他者の言動がどのような影響を痩身希求態度に与える

のかについて調査した研究は見当たらない。 
そこで本研究では、女子大学生を対象に、重要他者との関係性が痩身希求態度に与える影

響について検討することを目的とする。 
 
ⅢⅢ..  方方法法  

１１..  調調査査対対象象者者  
協力者は、女子専門学校生・大学生・大学院生 222 名である（有効回答数 222, М＝21.14 , 

ＳＤ＝1.13）。 
 

２２..  調調査査時時期期  
調査時期は、2020 年 12 月 5 日から 2020 年 12 月 8 日である。 
 

３３..  調調査査方方法法  
相手の所属が明らかである人に対して、SNS を使用し Google フォームで回答を依頼し

た。また、学内の食堂にて、QR コードを読み取ってもらい回答を求めた。 
 

４４..  質質問問紙紙のの構構成成  
①フェイスシート（所属、年齢、BMI）。BMI については、Google フォーム上に一覧表と

計算式を提示し、現在の身長と体重をもとに回答を求めた。 
②身体不満足感尺度（山蔦・野村,2005）18 項目 
「全身のふくよかさ不満足感」「顔に関する不満足感」の２因子。「1. 全く当てはまらない」

から「5. 非常に当てはまる」の５件法で回答を求めた。 
③痩身願望尺度（馬場・菅原,2000）11 項目 
「1. 全く当てはまらない」から「5. 非常に当てはまる」の５件法で回答を求めた。 
④痩身希求行動（頻度・期間・方法） 
頻度：「常にしている」「たまにしている」「したことはない」の３項目。 
期間：「１週間継続したことがある」「１ヶ月継続したことがある」「３ヶ月継続したことが

ある」の３項目。 
方法：馬場・菅原（2000）を参考に、「絶食」「カロリー計算」「特定食ダイエット」「痩せる

お茶」「ダイエット食品」「運動」「下剤」「タバコ」「吐く」「痩せる薬」の 10 項目を設定。

いずれも「1. 全く当てはまらない」から「5. 非常に当てはまる」の５件法で回答を求めた。 
⑤重要他者についての項目（関係性・体型・親密度） 

関係性は、「父」「母」「きょうだい」「女友達」「男友達」「恋人」「片思いの相手」「その他」

の中から１つ選択。体型は「自分より痩せている」「自分と同じくらい」「自分より太ってい

る」の中から１つ選択。親密度は、「1. 仲は良くない」から「5. 仲が良い」の５件法で回答

を求めた。 
⑥予備調査より作成した、重要他者の言動についての項目 39 項目 
「1. してもらったことはない」から「5. 非常にしてもらった」の５件法で回答を求めた。 
⑦賞賛獲得欲求・拒否回避欲求尺度（小島ら,2003）18 項目 
「賞賛獲得欲求」「拒否回避欲求」の２因子。「1. 全く当てはまらない」から「5. 非常に当

てはまる」の５件法で回答を求めた。 
 
５５..  分分析析  

重要他者の言動について、最尤法・プロマックス回転による因子分析を行った。 
また、ステップワイズ法により重回帰分析を行い、その結果をもとに、共分散構造分析に

よってモデルの構造を試みた。その後、共分散構造分析で作成したモデルで示された重要他

者の言動を従属変数として、重要他者の関係性を要因とした一元配置分散分析を行った。 
  

なお、本研究の仮説モデル図を以下に示す（図１）。なお、図中の実線で示している矢

印は既に先行研究で明らかになっている関連、破線で示している矢印は本研究で検討する

関連である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
図図１１  仮仮説説モモデデルル図図  

  
  

ⅣⅣ..  結結果果  

１１..  重重要要他他者者のの言言動動ににつついいててのの因因子子分分析析  
予備調査から作成した重要他者の言動についての 39 項目のうち、フロア効果が認められ

た項目や十分な因子負荷量を示さなかった項目 18 項目を除いた 21 項目に対し、最尤法・
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ことを示唆している。さらに、清原ら(2012)は、女性において賞賛獲得欲求が痩身のメリッ
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１１..  調調査査対対象象者者  
協力者は、女子専門学校生・大学生・大学院生 222 名である（有効回答数 222, М＝21.14 , 

ＳＤ＝1.13）。 
 

２２..  調調査査時時期期  
調査時期は、2020 年 12 月 5 日から 2020 年 12 月 8 日である。 
 

３３..  調調査査方方法法  
相手の所属が明らかである人に対して、SNS を使用し Google フォームで回答を依頼し

た。また、学内の食堂にて、QR コードを読み取ってもらい回答を求めた。 
 

４４..  質質問問紙紙のの構構成成  
①フェイスシート（所属、年齢、BMI）。BMI については、Google フォーム上に一覧表と

計算式を提示し、現在の身長と体重をもとに回答を求めた。 
②身体不満足感尺度（山蔦・野村,2005）18 項目 
「全身のふくよかさ不満足感」「顔に関する不満足感」の２因子。「1. 全く当てはまらない」

から「5. 非常に当てはまる」の５件法で回答を求めた。 
③痩身願望尺度（馬場・菅原,2000）11 項目 
「1. 全く当てはまらない」から「5. 非常に当てはまる」の５件法で回答を求めた。 
④痩身希求行動（頻度・期間・方法） 
頻度：「常にしている」「たまにしている」「したことはない」の３項目。 
期間：「１週間継続したことがある」「１ヶ月継続したことがある」「３ヶ月継続したことが

ある」の３項目。 
方法：馬場・菅原（2000）を参考に、「絶食」「カロリー計算」「特定食ダイエット」「痩せる

お茶」「ダイエット食品」「運動」「下剤」「タバコ」「吐く」「痩せる薬」の 10 項目を設定。

いずれも「1. 全く当てはまらない」から「5. 非常に当てはまる」の５件法で回答を求めた。 
⑤重要他者についての項目（関係性・体型・親密度） 

関係性は、「父」「母」「きょうだい」「女友達」「男友達」「恋人」「片思いの相手」「その他」

の中から１つ選択。体型は「自分より痩せている」「自分と同じくらい」「自分より太ってい

る」の中から１つ選択。親密度は、「1. 仲は良くない」から「5. 仲が良い」の５件法で回答

を求めた。 
⑥予備調査より作成した、重要他者の言動についての項目 39 項目 
「1. してもらったことはない」から「5. 非常にしてもらった」の５件法で回答を求めた。 
⑦賞賛獲得欲求・拒否回避欲求尺度（小島ら,2003）18 項目 
「賞賛獲得欲求」「拒否回避欲求」の２因子。「1. 全く当てはまらない」から「5. 非常に当

てはまる」の５件法で回答を求めた。 
 
５５..  分分析析  

重要他者の言動について、最尤法・プロマックス回転による因子分析を行った。 
また、ステップワイズ法により重回帰分析を行い、その結果をもとに、共分散構造分析に

よってモデルの構造を試みた。その後、共分散構造分析で作成したモデルで示された重要他

者の言動を従属変数として、重要他者の関係性を要因とした一元配置分散分析を行った。 
  

なお、本研究の仮説モデル図を以下に示す（図１）。なお、図中の実線で示している矢

印は既に先行研究で明らかになっている関連、破線で示している矢印は本研究で検討する

関連である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
図図１１  仮仮説説モモデデルル図図  

  
  

ⅣⅣ..  結結果果  

１１..  重重要要他他者者のの言言動動ににつついいててのの因因子子分分析析  
予備調査から作成した重要他者の言動についての 39 項目のうち、フロア効果が認められ

た項目や十分な因子負荷量を示さなかった項目 18 項目を除いた 21 項目に対し、最尤法・
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プロマックス回転による因子分析を行った。その結果、「肯定的フィードバック」、「痩身希

求の抑制」、「消極的支援」、「積極的支援」の４つの因子が抽出された。これらの結果を表１

に示す。 
第１因子は、具体的な評価や褒めを行うことで、よりダイエットを頑張れるようになるプ

ラスの影響を与えていることから、「肯定的フィードバック」と命名した。第２因子は、ダ

イエット行動を否定するような発言やダイエットをやめるように諭す発言が見られること

から「痩身希求の抑制」と命名した。第３因子は、何もしないというサポートであり、ダイ

エットをしている当事者の気持ちを尊重した行動であるため「消極的支援」と命名した。第

４因子は、ダイエット継続を応援するような声かけだったり、より効果的なアドバイスをし

たり、積極的に支えるような言動であるため、「積極的支援」と命名した。 
 
 

  
表表１１  重重要要他他者者のの言言動動ににつついいててのの因因子子分分析析（（最最尤尤法法・・ププロロママッッククスス回回転転））  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

２２..  重重要要他他者者のの言言動動、、身身体体不不満満足足感感、、痩痩身身願願望望、、痩痩身身希希求求行行動動、、承承認認欲欲求求のの関関連連モモデデルル構構成成  
 Amos を用いて、重要他者の言動、身体不満足感、痩身願望、痩身希求行動、承認欲求の

関連モデルの構成を試みた。得られたモデルを図２に示す。 
 重要他者の言動では、「痩身希求の抑制」「消極的支援」「積極的支援」が身体不満足感

に影響を与えていた。「痩身希求の抑制」は「全身のふくよかさ不満足感」を負の影響を

与え、さらに、直接的に『承認欲求』には正の影響を与えていた。また、「消極的支援」

と「積極的支援」は双方とも「全身のふくよかさ不満足感」に正の影響を与えていた。さ

らに、「積極的支援」は直接的に「痩身願望」、そして『痩身希求行動』を正の影響を与え

ていた。 
次に、身体不満足感では、「全身のふくよかさ不満足感」が「痩身願望」に正の影響を

与えていた。さらに、「痩身願望」は『痩身希求行動』に正の影響を与えていた。 
また、「拒否回避欲求」と「賞賛回避欲求」から構成される『承認欲求』は、「全身のふ

くよかさ不満足感」と「痩身願望」に正の影響を与え、さらに『痩身希求行動』には負の

影響を与えていた。なお、『痩身希求行動』は「頻度」、「期間」、「方法」から構成され、

『承認欲求』は「拒否回避欲求」と「賞賛獲得欲求」から構成された。 
モデルの適合度指標は、x²(26)=25.598（p=.485），GFI=.979，AGFI=955，CFI=1, 

RMSEA=0，AIC=83.598 であった。 
 
 
 

  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

図図２２  共共分分散散構構造造分分析析にによよっってて得得らられれたた最最終終モモデデルル  

※図が煩雑になるため誤差変数を省略して図示した。 
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プロマックス回転による因子分析を行った。その結果、「肯定的フィードバック」、「痩身希
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たり、積極的に支えるような言動であるため、「積極的支援」と命名した。 
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『承認欲求』は「拒否回避欲求」と「賞賛獲得欲求」から構成された。 
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図図２２  共共分分散散構構造造分分析析にによよっってて得得らられれたた最最終終モモデデルル  

※図が煩雑になるため誤差変数を省略して図示した。 
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３３..  重重要要他他者者のの言言動動とと重重要要他他者者のの関関係係性性のの関関連連  
共分散構造分析のモデルを参考に、痩身希求の抑制、消極的支援、積極的支援について、

一元配置分散分析を行った。多重比較は Bonferroni 法を用いた。  
その結果、積極的支援にのみ有意な差が認められた（F(6,215）=2.714,p<.05)。 
多重比較を行った結果、「母」と「恋人」の差が５％水準で、「女友達」と「恋人」の差が

１％水準で、有意であるという結果が得られた。この結果を図３に示す。 

  
図図３３  積積極極的的支支援援とと重重要要他他者者のの関関係係性性のの多多重重比比較較のの結結果果  

  
  
ⅤⅤ..  考考察察  
１１..  仮仮説説モモデデルル図図ににつついいてて  
 共分散構造分析の結果より、図１で示した仮説モデル図は一部が立証され、新たな関連も

示された。重要他者の言動は身体不満足感、痩身願望、痩身希求行動、承認欲求に影響を与

えていることが示唆された。また、身体不満足感は痩身願望に、痩身願望は痩身希求行動に

影響を与えていることも示された。しかし、身体不満足感から痩身希求行動に直接的な影響

はなく、痩身願望を経由していることが明らかになったといえる。 
本研究の結果は、先行研究の結果を裏付けることができると考えられる。一方、承認欲求

は、痩身願望だけではなく、身体不満足感や痩身希求行動に直接的な影響を与えていること

が示唆された。 
 

２２..  重重要要他他者者のの言言動動、、身身体体不不満満足足感感、、痩痩身身願願望望、、痩痩身身希希求求行行動動、、承承認認欲欲求求のの関関連連  
本研究の結果から得られたモデルより、重要他者の言動、身体不満足感、痩身願望、痩身

希求行動、承認欲求の関連性について検討した。その結果、重要他者の言動のうち「痩身希

求の抑制」「消極的支援」「積極的支援」の３つが痩身気球態度に影響を与えていることが明

らかになった。 
まず、「痩身希求の抑制」という重要他者の言動は、身体不満足感の「全身のふくよかさ

不満足感」を抑制させ、「拒否回避欲求」「賞賛獲得欲求」から構成される『承認欲求』を促

進させることが示唆された。自分の身体についての否定的な認知が抑制されるということ

は、“ダイエットは必要ないよ” “十分痩せてるよ”などの言葉を素直に受け取り、身体へのイ

メージや満足感が“自分はそこまで太っていない”という方向へ変化するということが考え

られる。しかし、他者に“そこまで太っていないよ”と言われることで、今の自分が認められ

たと思い、承認欲求が高まるのではないかと推察される。 
次に、「消極的支援」は、「全身のふくよかさ不満足感」を促進させることが示唆された。

これは、他者から何も言われないということは、やはり自分は太っているのだという認知が

強まるためなのではないかと考えられる。 
また、「積極的支援」は、「全身のふくよかさ不満足感」と「痩身願望」、『痩身希求行動』

をそれぞれ促進させていることが示された。直接言葉にして応援されたり励まされたりす

ることで、本当に自分は太っているとより強く思い込み、もっと痩せなければいけないとい

う感じ、ダイエット行動が強まるためだと考えられる。 
次に、「全身のふくよかさ不満足感」は「痩身願望」を促進させ、「痩身願望」は「頻度」

「期間」「方法」から構成されている『痩身希求行動』を促進させることが示唆された。“自
分は太っている” “この部位をもっと細くしたい”、と自分の身体に否定的なイメージがある

ことで、そこを改善するために、痩せたいと思う痩身願望につながることが考えられる。そ

して、痩せたいという気持ちがダイエット行動につながり、より頻繁に、より長めの期間、

自らに合う方法で行うことが予想される。 
 加えて、「痩身希求の抑制」で高められた『承認欲求』は、「全身のふくよかさ不満足感」

と「痩身願望」を促進させ、『痩身希求行動』を抑制させることも示唆された。もっと人に

認められて注目されたいという気持ちが強い人は、今よりも身体が細くなるとさらに他者

に良い評価をしてもらえると考え、痩せたいという気持ちも促進されることになる。また、

人に嫌われたくないという気持ちが強い人は、今のままの身体だと太っていて誰かに否定

されるのではないかと不安になり、痩せたいという気持ちにつながると考えられる。一方で、

“痩せなくていいよ”という言葉をかけられ承認欲求が満たされた場合、もっと痩せたら評価

してもらえるという気持ちはあるけれど、十分評価されている現状に満足することでさら

にダイエット行動をしようとは思わないのではないかと推察される。 
このモデルからは、痩せなくていいと告げる「痩身希求の抑制」が働くと、承認欲求を促

進することを経由して、ダイエット行動の抑制につながるのではないかと考えられる。また、

励ましの声をかける「積極的支援」を行うと、痩身希求態度全体を促進してしまうことが推

察される。一方、黙って見守る「消極的支援」のような言動は身体不満足感のみを促進させ

るということも確認された。 
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３３..  重重要要他他者者のの言言動動とと重重要要他他者者のの関関係係性性のの関関連連  
共分散構造分析のモデルを参考に、痩身希求の抑制、消極的支援、積極的支援について、

一元配置分散分析を行った。多重比較は Bonferroni 法を用いた。  
その結果、積極的支援にのみ有意な差が認められた（F(6,215）=2.714,p<.05)。 
多重比較を行った結果、「母」と「恋人」の差が５％水準で、「女友達」と「恋人」の差が

１％水準で、有意であるという結果が得られた。この結果を図３に示す。 
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３３..  重重要要他他者者のの言言動動とと重重要要他他者者のの関関係係性性のの関関連連  
 「積極的支援」は恋人が最も行っているということが示された。恋人よりも母の積極的支

援が少なかった理由としては、娘の体調を心配するためだと考えられる。母にとって娘は、

痩せていることよりも健康でいることのほうが大事であるといえる。そのため、恋人と比較

すると少なかったのではないかと考えられる。また、恋人よりも女友達の「積極的支援」が

少なかったのは、社交辞令的な返しをしているためではないかと予想できる。相手がダイエ

ットしているということを知った場合、応援する言葉をかける前に、“痩せてるからダイエ

ットしなくても大丈夫だよ”などのように“ダイエットは必要ないと思う”という旨を伝えて

いることが考えられる。重要他者になるほど親しい友人であっても、配慮する言葉を用いる

ことで親密さの維持に努めているのかもしれない。 
  
ⅥⅥ..  総総合合考考察察  
１１..  本本研研究究のの成成果果とと意意義義  

本研究では、重要他者との関係性が痩身希求態度に与える影響について検討した。 
共分散構造分析の結果より、痩身希求を抑制するような発言を行った場合は、承認欲求が

満たされることで、痩身希求行動が抑制することが示唆された。積極的に応援していくとい

う対応は、痩身希求態度を促進させるということも明らかになった。また、承認欲求が痩身

希求態度に与える影響が大きいということも明らかにすることができた。 
以上より、本研究では２つの成果が得られたと言える。第一に、恋人からの励ましや応援

といった積極的支援が女子大学生の痩身希求態度を最も促進しているということが明らか

になった点についてである。本研究において、誰のどのような言葉が痩身希求態度にどのよ

うな影響を与えるのかについて示唆できた点が本研究の独自性であるといえる。第二に、承

認欲求が瘦身希求態度に大きく影響していた点である。先行研究では承認欲求が痩身願望

に与える影響は確認されているが、身体不満足感や痩身希求行動に与える影響については

明らかになっていなかったため、本研究で示唆できた点は成果であるといえる。 
 
２２..  臨臨床床へへのの示示唆唆 
本研究で最も示唆したいことは、ダイエットを行っている他者への適切な対応である。 
まず、健康的なダイエットを行っている者に対しては、応援や励ましのように、積極的に

支援することが望ましいと示された。一方で、放置や見守るという対応は、身体に対する不

満足感を高めるため適切ではないということが明らかになった。さらに、過度なダイエット

を行っている者への対応である。瘦身希求ではなくその人のありのままを肯定するような

発言をすると、承認欲求が満たされ、他者からの承認を感じられることで、ダイエット行動

の抑制につながるということが示された。 
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